


















































































































































































































普段の授業 ５７ ３８ ５
話合い活動を取り
入れた授業



































































視点１ 視点２ 視点３ 視点４
普段の授業 ８０ １４ １ ５
話合い活動を取り
入れた授業
７０ １３ ９ ８
表３　理解度（％）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
普段の授業 ７０ ２８ １ １
話合い活動を取り
入れた授業
７７ ２２ ０ １
60
多くの実践が可能であり経験を積み重ねることができる。更に実践を継続し，生徒の成長をとらえていく。そしてその
有効性を明らかにし，広めていきたい。
　本実践研究はスタートしたばかりであり，「深まりの質」の面でまだ不十分である。しかし授業において，数学が得
意な生徒も苦手な生徒も，協力して取り組む姿を見ることができた。自分の考えをもち，他の考えに触れ，議論する。
それを通して理解を深め，よりよい解を導き出す経験を積ませることができるものである。
　悩みながら，よりよい解を導き出そうと前へ進む様子に，生徒たちのたくましさを感じた。これからの社会を生き抜
く力を育てることにつなげていくため，さらに実践研究を継続していく。
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